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研究成果の概要（和文）：　質的研究にて、2型糖尿病患者が、病気を持っていてもどのように自己価値観の維
持につなげていくのかを明らかにした。血糖コントロールが良好な33名に半構造化面接を行い、質的記述的研究
手法を用いて分析した。コアカテゴリーとして《目標に向かって頑張っている過程にある自分に新たな価値を見
出す》が抽出された。これは、【糖尿病はコントロールでき】かえって【健康維持につながる】病気であること
を徐々に体得していく、疾病受容の過程として捉えられた。同質的研究より得られた関連要因に働きかけること
により、2型糖尿病患者が、自己価値観の維持につながるよう、セルフスティグマ状態の低減を目的とした視聴
覚教育教材を開発した。

研究成果の概要（英文）： This qualitative study aims to investigate type 2 diabetes patients with 
current good glycemic control and prior poor glycemic control, focusing on factors facilitating 
adjustment to illness and long-term maintenance of self-worth. Patients recruited at two university 
hospitals participated in semi-structured interviews that were recorded and transcribed verbatim. 
Then data were coded and analyzed by a qualitative descriptive method using NVivo 10 software. Data 
triangulation and peer debriefing were employed to enhance trustworthiness. The following major 
themes were identified: (1) Patients gained "control" over their illness by living a "normal life." 
(2) Patients discovered positive aspects of type 2 diabetes by feeling "healthier" thanks to 
treatment. (3) Patients discovered a new sense of self-worth by moving toward goals for type 2 
diabetes treatment and experienced inner growth through positive lifestyle choices.

研究分野：患者教育

キーワード： 2型糖尿病　スティグマ　質的研究
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1. 研究開始当初の背景 

「生活習慣病」は自己責任の欠如であるとす

る、社会における 2 型糖尿病に対するスティ

グマが、患者へ与える影響の解明が急がれて

いる。近年、スティグマが、患者の自己効力

感や自己価値観の低下をまねき、治療行動に

影響を与えることが報告されつつある。なお、

スティグマとは、「通常」の人々とは区別され、

ネガティブなステレオタイプを付与されるこ

とを指す。 

 

2. 研究の目的 

本研究では、2 型糖尿病患者が、病気を持ち

ながらどのように自己価値観を維持または向

上につなげていくのかについて、質的研究に

よって明らかにした。その後、同質的研究に

より得られた関連要因に働きかけることによ

って、2 型糖尿病患者が、病気を持っていて

も自己価値観の維持または向上につながるよ

う、セルフスティグマの状態を低減すること

を目的とした視聴覚教育教材を開発した。 

 

3. 研究の方法 

大学病院 2 か所において、過去に血糖コント

ロール不良を経験し、現在血糖コントロール

が良好で安定している、外来加療中の 2 型糖

尿病患者 33 名（倫理委員会承認番号：10936、

帝倫 15-131）を対象に、糖尿病との付き合い

方で気持ちが変わったきっかけとなった出来

事等について、自由に語ってもらう半構造化

面接を実施、逐語録を作成、質的分析ソフト

『NVivo』を使用してコーディング、質的記述

的研究手法による継続的比較分析を行った。 

 

4. 研究成果 

（1）コアカテゴリーとして《目標に向かって

頑張っている過程にある自分に新たな価値を

見出す》が抽出された。これは、【糖尿病はコ

ントロールでき】かえって【健康維持につな

がる】病気であることを徐々に体得していく、

疾病受容の過程として捉えられた。2 型糖尿

病患者が良好な血糖コントロールを獲得維持

していくためには、病気を含めた自己価値観

を育みながらの療養指導の必要性が示唆され

た。 

 

（2）同質的研究より得られた関連要因に働き

かけることによって、疾病心理教育の手法に

より、2 型糖尿病患者が、病気を持っていて

も自己価値観の維持または向上につながるよ

う、セルフスティグマの状態を低減すること

を目的とした視聴覚教育教材を開発した。教

材内容はすべて、同質的研究より得られた、2

型糖尿病患者が実際に語られたナラティブを

素材としている。過去に血糖値が非常に高か

った、つらい時期を経て、現在ようやく前向

きに治療に取り組むことができるようになっ

た、同じ病気を持つ他の患者の貴重な経験を

知ることで、共に分かち合い、学び合うこと

を目的とした。 

 

(3) 教材タイトルは、「糖尿病と生きるって、

どんな生活？」とし、10 のテーマから構成さ

れる。さらに、同教材は、動画形式で、各テ

ーマは 7～10 分程度、週 1 回のペースで視聴

していく。研究目的と内容の詳細について説

明を受け、研究参加へ同意した患者のみ、毎

週 1 回、患者の個人メールアドレスに動画視

聴用のリンク先が配信され、各自で教材を視

聴する。 

 

(4)教材内容（1テーマ・一週分を抜粋） 
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